
ヴェーダ入門儀礼の二つの相

一一通過儀礼と学習儀礼一一

梶原三恵子

1.序

古代インドにおいて，入門式 (Upanayana)は結婚式と並ぶ代表的な家庭祭

のひとつである。この儀礼は，師についてヴェーダを学習するヴェーダ学生

(brahmac副 n)になるために行なわれる。入門の儀礼は古くアタルヴァヴェー

ダから言及がみられ，ヴェーダ末期に属するグリヒヤスートラ以降は，上位三

階級(バラモン，クシャトリヤ，ヴァイシュヤ)の男子が幼年期に行なう人生

儀礼の中に組み込まれる。特に，ヴァルナ制度に基づく社会規範を主題とする

ダルマ文献では，入門式が上位三階級の成員となるための通過儀礼として位置

づけられる。上位三階級の男子が少年期に入門式を行なう習慣は，部分的に現

代のヒンドゥ一社会にも受け継がれている。

一方，ヴェーダ文献には，入門の儀礼が生涯に一度のものとは限らず，繰り

返される場合があったことを うかがわせる記述が随所にみられる。再度の入門

が行なわれる状況に関する記述は一様ではなく，すでに学習を終えた者が改め

て師に入門するといわれる場合のほか，後期グリヒヤスートラから現われる再

入門式 (Punarupanayana) とよばれる儀礼のように，師とも学習とも関連しな

い文脈で言及される場合もある。なぜ、このような異なる種類の再度の入門がみ

られるのだろうか。その背景には，入門儀礼が本来的に二つの相，すなわち，

新たな誕生という観念と結びついた通過儀礼としての面と，師に入門し学習の

開始を準備する学習儀礼としての面とを，内包していたという事情があると予

想される。本稿はこの視点から，ヴェーダ文献の各層に現われる入門と再入門
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の事例を検討し，ヴェーダ入門儀礼の本質を明らかにすることを目的とする。

2. グリヒヤスートラ以前の文献にみられる入門式

入門の儀礼に最初に言及するのはアタルヴァヴェーダである。ヴェーダ学生
(2) 

の諸活動に仮託して太陽の活動をうたう ibrahmacarin讃歌jは，学生の師へ

の入門について次のように述べる。

Atharvaveda (Saunaka) 11，5，3 (Paippal副a16，153，2) 

孟caryaupanayamano brahmac孟rIl).amkrl).ute garbham antah / 

taqJ. ratris tisra udare bibharti taqJ. j亘tamdrá~çum abhisaqJ.yanti devah / / 

「師はブラフマチャーリンを[自らのもとへ]入門させながら，内側で

[自らの]胎児とする。[師は]彼を三夜胎内に保つ。彼が生まれると，

神々は彼を見るために彼のところへ集まる。」

入門時に師の胎児となり，三夜の妊娠期間(準備期間)を経て学生として新

たに生まれるという観念は，アタルヴァヴェーダの古層に属するこの讃歌にお

いて初めて現われ，後述するように，プラーフマナ以降の文献にも受け継がれ

る。この讃歌ではヴェーダ学生はプラフマンおよびその知識を守護し，師に奉

仕し，薪を介して火，太陽，熱ないし苦行 Ctapas)と密接に結びつき，帯，毛

皮，乞食などを特徴とする者として描かれる。アタ Jレヴアヴェーダはこの讃歌

のほか，のちに多くのグリヒヤスートラにおいて入門式の重要要素として規定

される儀礼行為のいくつかを示唆する詩節を各層にわたって含んで、いる。

アタルヴァヴ‘ェーダ以後，入門の儀礼が次にまとま った形で言及されるのは

ブラーフマナの補遺部分においてである。ヤジ‘ュルヴ、ェーダに属するヴァージ

ャサネーイン派ブラーフマナの補遺部分 CSatapatha-Br五hma早a[SB] 11，5，4)お

よびカタ派のブラーフマナ断片の一部 CUpanayana-Brahmana[KachB(u)])は，

入門式に関する断章を保存しており，そこでは儀礼の次第はすでにグリヒヤ

スートラの入門式に比較的近い形を整えている。そこで説明される儀礼の概略

は次のとおりである。

主な儀礼行為 SB KathB (u) 
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1.ブラフマチャリヤにやって来たことを告げる 11，5，4，1 47，1 

2. 師が彼の名を尋ねる 11，5，4，1 47，2 

3.彼の手を握る 11，5，4，2 

4. 自らの学生として認める 11，5，4，2 

5. ヴィアーフリティ(聖匂)を唱える 47，3 

6.神々に委ねる 11，5，4，3-4 48，1 

7.学生の生活規範を訓示する 11，5，4，5 49，5 

8.サーヴィトリー詩節を教える 11，5，4，6-15 50，10 

儀礼の流れは，やってきた学生を師が受け入れる [1-5]，彼を神々に委ねて

保護を願う [6]，学生の生、活規範を訓示する白)]，サーヴイトリー詩舗を教授す

る[8]，となっている。サーヴイトリーの教授は一定の期間を経てから行なう

とされ，これらのブラーフマナはこれを，入門者が師の胎児となり，準備期間

を経て新たに生まれるという観念と結びつけて説明する。すなわち，学生は一

年(ないしこれと同置される三夜などの期間)の後にサーヴィトリーとともに

生まれるとされる。

3. グリヒヤスートラ・ダルマスートラにみられる入門式

入門式の儀軌規定は現存するすべての学派のグリヒヤスートラに含まれてい

る。プラーフマナの中に入門式に関する箇所を保存しているカタ派とヴァージ

ャサネーイン派のグリヒヤスートラでは，入門式の儀軌が，それぞれのプラー

フマナの規定を踏襲しつつ，さまざまな儀礼行為や規定が加わって複雑化して

いる様子をたどることができる。ヴァージャサネーイン派の場合，同派の

P瓦raskara-Grhyasutra(PGS)の入門式の概略と SB11，5，4は次のように対応

している。

PGS 

2，2，1-5 

2，2，6 

2，2，7 

規定される主な事項

入門の年齢，準備

SB 

ブラフマチャリヤにやって来たことを告げる 11，5，4，1 

衣を着せる
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2，2，8-10 帯をしめる

2，2，11-13 杖を与える

2，2，14 手に水を満たす

2，2，15 太陽を見させる

2，2，16 心臓に触れる

2，2，17-18 名を尋ねる 11，5，4，1 

2，2，17 右手を握る 11，5，4，2 

2，2，19-20 学生として認める 11，5，4，2 

2，2，21 神々に委ねる 11，5，4，3-4 

2，3，1-2 火の周りを回る，献供する

2，3，2 学生の生活規範を訓示する 11，5，4，5 

2，3，3-10 サーヴイトリー詩節を教える 11，5，4，6-15 

2，4，1-8 薪をくべる

2，5，1-8 乞食

2，5、9-43 その他の規則 cf. 11，5，4，18 

前節で触れたブラーフマナの場合と同様に， PGSを含め半数近い学派のグ

リヒヤスートラが，入門式においてサーヴィトリーの教授の前に何らかの期間

をおくことに言及している。

グリヒヤスートラおよびダルマ丈献(ダルマスートラおよびダルマシャース

トラ)の入門式規定の大きな特徴は，この儀礼を行なうべき年齢を明示し，入

門式に対して，人生の特定の年齢において行なう通過儀礼という位置づけを明

確に打ち出している点にあ2。概してバラモンは七歳ないし八歳，クシヤトリ

ヤは十一歳，ヴァイシュヤは十二歳前後に入門式を行なうとされ，定められた

年齢の上限までに入門すべきであることが強調されど。さらに，特にダJレマ文

献で，入門式は上位三階級の成員となる特権的な儀礼として重視され，これを

行なう上位三階級とこれから除外される階級(シュードラ)とを分けるものと

して入門式が位置づけられる。入門の際に新たに生まれるという古い観念を受

けて，入門式を行なう上位三階級は二度の誕生を持つ者 CdvijaI再生族J)とよ
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。埠
ばれるようになる。前節で述べた，アタルヴァヴェーダおよびプラーフマナに

みられる入門儀礼は，特定の年齢に行なう儀礼として記録されてはいないが，

ヴェーダにあずかる存在として新たに生まれるという観念と強く結びついた，

人生の新たな局面を画す儀礼であるという点で，グリヒヤスートラ以降の，通

過儀礼としての入門式と連続している。

4.ウパニシャツドにみられる入門儀礼

以上に論じてきた，アタルヴァヴェーダおよびブラーフマナからグリヒヤ

スートラおよびダルマ文献に至る，通過儀礼として整備されていく入門式とは

別に，ブラーフマナ新層およびウパニシャツドにおいて，特定の年齢において

行なう儀礼ではなく，ヴェーダとそれを教える師への人生最初の入門でない入

門の儀礼が何度か言及される。典型的な形は，すでに伝統的なヴェーダの知識

を持つバラモンの学者が，祭式の意義解釈などに関して議論になったとき，あ

るいは質問を受けて答えられなかったときに，その答えを知る人のもとに赴き，

入門したい旨を述べて教えを乞うというものである。こうした入門儀礼は主に，

これらの文献が祭式をめぐってそれまでにない思弁を展開する際に，それへの

導入として，その思弁が初めて教えられた場面を語るという形で言及される。

ブラーフマナないしウパニシャツドに現われるこのタイプの入門儀礼におい

ては，入門を乞うのは初めてヴェーダに触れる若者ではなく，すでにヴェーダ

の学習を終えた人々である。すなわち，彼らにと ってこれは再度の入門なので

ある。この点で，このタイプの入門儀礼は前節でみた人生の通過儀礼としての

入門式とは異なっている。この種の入門は，何か特定の知識を新たに学ぶため

に行なわれ， 学びたい事項が新たに生じるたびに何度でも繰り返されたとみら

れる。それまで知られていなかった特殊な教えが問題になっていることは，こ

の種の物語において師の役割を演じるのが，伝統的にヴェーダを独占してきた

バラモンの学匠とは限らず，クシャトリヤなどの非伝統的師匠であるとされる

場合がある点にもうかがうことができる。師となるのがバラモンとは限らない

という点に関連して，このタイプの物語では，入門を願い出た者を入門させる
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ことなく教えるといわれる場合もある。

この種の入門の際に行なわれた儀礼について， プラーフマナおよびウパニシ

ャツドが伝える基本的な形は，入門者が薪を手にして師のもとに赴き，入門の

希望を述べるというものである。第 2節で触れたように，アタルヴアヴェーダ

以来，薪は学生の基本的な持ち物のひとつであり，この種の入門儀礼では，そ

れを持参することによって学生の立場に立つ意志を表明したものと考えられる。

以下に列挙するように，若干の差異はあるものの，この形式はほぼ一定してい

る?では入門させずに教えられる，あるいは入門させたかどうか不明)。

(a) 薪を手に赴き，入門を乞う口上を述べる

SB 10，6，1，2; 11，4，1，9; Kau号U1，1;4，18・
U司

(b) 薪を差し出し，入門を乞う口上を述べ，師が vy互hrtiを唱える

SB 11 ，5，3，13 
(l!i 

(c) 入門を乞う口上を述べる

SB 11，4，2，20'; 14，1，1，21; BAU 2，1，14可6，2，7;Ch亙galeyaU3 
。時

(d) 薪を手に赴く

ChU 5，11，7・;8，7， 2ff.; Prasr叫 J1，1; cf. Mu叩n刊c;la似a叫}

これらの箇所でで与言及される入門儀礼では，師から新たに生まれるというアタ

ルヴアヴェーダ以来の観念や，ブラーフマナにおいて，入門後に一定の期間を

経て行なうとされるサーヴィトリーの教授は，特に触れられない。ただし，学

習の前に一定の準備期間をおく習慣は続いていたようである。上に挙げた中に
闘

は，入門の後，一定期間を師のもとで過ごしたと述べるものがある。新しい教

えを学習する際に一定期間を師のもとで過ごすという習慣は，次節で論じるグ

リヒヤスートラのヴェーダ学習ヴラタの規定に結びついている。

5. グリヒヤスートラの学習ヴラタ規定にみられる入門儀礼

グリヒヤスートラには，入門式 (Upanayana)のほか，ヴェーダ学生ないし

ヴェーダの学習に関する主な項目として，一年のサイクルの中での学習始業

CUpakaral).a) と終業 (Utsarga)の儀礼，学習の諸段階で行なうヴラタ (v凶 a
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「誓戒J)，卒業式 (Samava山田)などの規定がある。 前述のように，入門式に

関しては，現存するすべての学派のものが儀軌を詳細に規定しているが，これ

に加えて若干の学派のグリヒヤスートラには，ヴェーダ学習ヴラタの規定の中

で，入門を再ぴ行なうと指示するものがある。学習のヴラタに際して， 学生は

一定の期間，それぞれのヴラタごとに定められた生活制限を遵守するが，これ

らの学派では，そのヴラタの教示が入門の儀礼を再び行なうことによってなさ

れる。

S孟白khGS2，11， 1ff. (cf. Kau~GS 2，7， lff.) 

atha vratadesanarp.. tasyopanayanena kalpo vy亙khy亙to. na s瓦vitrim

anv瓦ha.dal).c;lapradanantam ity ek [eJ 

「次に，ヴラタの教示。それの方法は，入門式によって[すでに]説明され

た。[この場合は]サーヴィトリーを教えない。n教示の場合は]杖を与え
ω 

ることを最後とする』とある人々はいう 。」

この例が示すように，学習ヴラタにおける入門儀礼は，正規の入門式をなんら

かの形で省略ないし短縮して行なうとされる場合が多い。学派によ って規定は

異なるが，まとめると次のようになる。
ω 

SaIi.khGS 2，11 (Vratadesana); KausGS 2，7:ヴラタ教示は入門式[の儀軌]

による;ただしサーヴイトリーは教えない;一説によれば杖の授与までで

儀軌を終える
ω ω ω 

GGS 3，1 (Godana); KhGS 2，5 (Godana):ゴーダーナの場合の入門は入門

式[の儀軌]による;新しい衣は用いない;飾りも用いない
但司

JGS 1，18 (Godana)・ヴラタ教示は入門式[の儀軌]による;ただし新しい

衣は用いない
ω 

M GS 1，23，24 (学習のための dlksa)・トライヴィドヤカ (Traividyaka) [ヴ

ラタ]は入門式[の儀軌]による

VMS6(vJ) ヴラタの教示は入門式[の儀軌]による

また，学派によ っては，入門式自体の規定の中に，以前すでに入門式を行なっ
ω 

たことがある者が入門儀礼を再び行なう際の規定を含む場合がある。
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側

AsvGS 1，22，24ff. (Upanayana I Vratiidesana):以前入門したことのある者

の場合，剃髪と，知力の芽生えを祈る儀は任意;神々に委ねる儀はいわれ

ない;時季もいわれない;サーヴィトリーとしてRV5，82，1を教える
ω 

HGS 1，2，6，6-7 (Upanayana); AgGS 1，1，3 (Upanayana)・以前入門したこ

とがあれば，即日サ一ヴイトリ-を教える(入門したことがなければ三日後)

Kal匂匂a凱凶1

をする

この学習ヴラタにおける入門儀礼は，新たな知識を学習するにあたって改めて

入門の儀礼を行なうという点で，前節で論じたブラーフマナ新層およびウパニ

シャツドにおいて語られる入門儀礼と同じ役割を果たすものである。ウパニシ

ャツドにみられる挿話の場合と同様に，ここでは，入門式のもつ，新たな存在

として再生する儀礼という面は背後に退色学習を開始する手続きの儀礼とし

ての面が強調されている。これに関連して，上に挙げた学習ヴラタにおける入

門儀礼には，サーヴィトリーの教授に関して，正規の入門式とは異なる扱いを

するものがある点が注目される。サーヴイトリーの教授そのものを行なわない

(SiiilkhGS， Kau~GS)，通常のものとは異なる詩節を用いる(おvGS)，ないし教

授の前の準備期間を短縮する (HGS，AgGS)などの差異がみられる。

グリヒヤスートラの学習ヴラタで入門儀礼が行なわれるのは，新たなテキス

トの学習の開始にあたって，入門式 (Upanayana)の儀礼行為を再現する意味

があったと思われる。いっぽうで，グリヒヤスートラの段階でも，ヴェーダ聖

典の一部については，いったんヴェーダの学習を終えた者が，のちに再び入門

儀礼とそれに続く準備期間(ヴラタ)を経てから学ぶことが行なわれていた可

能性も否定できない。ヴ、ェーダの学習を完了せずに卒業する場合があったこと
00 

は随所で暗示される。各学派のグリヒヤスートラのヴェーダ学習に関する記述

は複雑に錯綜しており，それぞれのヴラタに対応する学習箇所が明確とは限ら
臼骨

ないほか，規定の位置にもゆれがみられることが知られている。ブラーフマナ

後期からアーラニヤカおよびウパニシャツドが主題とする内容は，学者たちの

入門の挿話が示唆するように，比較的新しい教えであり，従来のサンヒターと
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プラーフマナの学習に加えてこれらをどう学習課程に組み込むかに関して混乱
伺

があったものと考えられる。

6. 再入門式 (Punarupanayana)

以上に論じた，ウパニシャツドにみられる入門儀礼およびグリヒヤスートラ

の学習ヴラタにみられる入門儀礼は，テキストの中では特別な名称でよばれず，

それが再度の入門である点は強調されていない。これに対して，後期グリヒヤ

スートラ以降，再入門式 (Punarupanayana) ないし再サンスカーラ (Puna~.
倒

samsk雇ra)と特によばれる儀礼が現われる。ある特定の状況で，入門式を再び

行なうというものであるが，以下に述べるように，上で論じた入門儀礼の繰り

返しとは異質のものである。

再入門式 (Punarupanayana)が行なわれる状況は大きく分けて二種ある。ま

ず，学生がその義務を怠ヮた場合，あるいはある種の禁忌に触れた場合である。

ブラーフマナに一度， r薪[を運んで火の世話をすること]と乞食を七夜のあい

だ行なわなかったブラフマチャーリンは，再び入門させられるべき者となる」
(l!j 

という記述が現われる。薪による火の世話および乞食は，第 2節で触れたよう

に，いずれもアタルヴァヴェーダ以来，学生の義務とされるものである。ただ

い学生がこの二つの義務を七夜のあいだ怠った場合に再入門式を行なうとい
位。

う規定は，グリヒヤスー トラおよびダルマ文献にはみられない。スートラ文献

で，学生が再入門式を行なう とされるのは， 食べではならないものを食べた場

合など，ある種の禁忌に触れたときであり，これは後期グリヒヤスートラから

みられる。この再入門式では，入門式の儀礼要素の一部が省略される。

VaikhGS 6，9-10 (Punarupanayana I Puna~saI]1skiira) 

pitrjye~thayor anye!?亘m ucchi~tabhojane madhumatsyam瓦.qlsasutakapre.

tak亘nnadyabhojyabhojaneca punarupanayana.ql karoti 

「父と兄以外の人々の残りを食べたとき，蜜，魚，肉，誕生に関する[食

物]，死者に関する食物など，食べるべきでないものを食べたとき，再入

門式を行なう 。J(剃髪，帯 ・毛皮・杖の着用，ヴラタ， 乞食は行なわな
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AgGS 2，7，1 (Punarupanayana) 残りものなど食べてはならないものを食

べた場合;学生の諸義務を長く怠った場合;死者に接触した場合など。

( [乞食物を?]食べない;費を剃らない;剃髪，衣の着脱，聖紐，帯，語

りかけ，毛皮，杖，乞食，ヴラタなどは行なわない;同日にサーヴイト

リー・ヴラタを行ない，同ヴラタを出る)

BaudhGParibh 1，12 (Punahsamskara); HGSesaS 1，3，18 (Punalfsamskara): 

禁じられたものを食べた場合;また一説には，特定の土地に行った場合な

ど。(剃髪，報酬，帯，杖，毛皮，乞食行，ヴラタなどは行なわない)

さらに，ダルマスートラ以降では，学生以外であっても，意図せずに飲酒し

た場合など，ある種の禁忌に触れた者が再入門式を行なうとされる。ダルマ文

献では再入門式は，学生に限定されないこの儀礼行為をさす。この場合も入門

式の儀礼要素が一部省略される。

BaudhDhS 2，1，1， 18ff. (Punarupanayana / PunalfsaI¥1sk亙ra)

sura1!l pitvo~ 1).ayä kaya1!l dahet 11 amatya pane krcchrabdapada1!l caret 

punarupanayana1!l ca 11 

「スラーを飲んだら，熱い[スラー]によって身体を焼くべきである。知ら

ずに飲んだ場合は，クリッチュラの償いを三ヶ月と，再入門式を行なうべ

きである。J(剃髪，ヴラタ，ニヤマは行なわない)(Cf.Manull，9lfι) 

VasDhS 20，17-20 (Punarupanayana / PunahsaI¥1skara) チャンダーラあるい

はパテイタの食物を食べた場合;スラー以外の酒を意図して飲んだ場合;

スラーを意図せずに飲んだ場合;糞尿・精液を飲んだ場合。(剃髪，帯，

杖，乞食，ヴラタは行なわない)

Manu 11，147; 150-151 (Punalfsamskara):知らずにヴアールニーを飲んだ

場合;知らずに糞尿・スラーに触れた物を飲食した場合 (cf.BaudhDhS 

2，1，1，21)0 (剃髪，帯，杖，乞食，ヴラタは行なわない)

Y亙J五Sm3，255 (PunalfsaI¥1sk互ra)知らずにスラー，精液，糞尿を飲んだ場

止』
仁]0 
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いずれの場合も，再入門式は，一度行なった入門式がある特定の状況でいわ

ば無効になり，これをやり直すものであるといえる。後期グリヒヤスートラで

は，学生が怠業ないしある種の汚れに触れたことによって学生の資格を失った

場合に，再入門式によってもう一度学生となるとされる。ダルマ文献では，成

人が，ある種の禁忌に触れたことによって，入門式を経て得た上位三階級の成

員としての地位を失った場合に，これを回復して社会に再加入するために，再

入門式を行なうと規定されている。

7.結論

以上に論じてきたことをまとめると次のとおりである。

(1)入門式は師が入門者をみずからの学生とする儀礼であり，その儀軌はアタ

ルヴアヴェーダからブラーフマナ，そしてグリヒヤスートラへと発達の跡をた

どることができる。入門の際には師が一定の準備期間を経て学生を新たに生み

だすという観念が古くからみられ，入門儀礼が人生の新たな局面を画すもので

あったことがうかがえる。入門の際には学生としての生活規範が与えられ，学

生は一定期間を経てヴ、ェーダにあずかる者として新生した後に知識の教授を受

けた。グリヒヤスートラおよびダルマ文献では，入門式に対して，特定の年齢

において行なう通過儀礼という性格が明確にされ，特にダルマ文献では，入門

式は上位三階級の成員となる必要条件として位置づけられる。

(2)ブラーフマナ新層およびウパニシャツドにみられる学者たち(ときには

神々)の入門は，彼らにとって再度の入門である。この入門では，新たな誕生

の観念は表にあらわれず，入門儀礼の，新たな学習への導入としての面が強調

される。グリヒヤスートラにおける学習ヴラタに関係する入門儀礼は，新たな

学習に入るための儀礼として，ウパニシャツドに語られる学者たちの入門のた

めの儀礼行為と性格を同じくするものといえる。ただし， (1)の入門式において

再生の観念と結びついていた一定の期間を経て学生となるという規定は，ウパ

ニシャツドの学者たちの入門においても，グリヒヤスートラのヴェーダ学習ヴ

ラタにおいても，新たな教えを学ぶ際に一定の期間を師のもとで過ごすという
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形で受け継がれる。

(3)後期グリヒヤスートラおよびダルマ文献に現われる再入門式は， (1)の通過

儀礼としての入門式が，ある特殊な状況下で無効になった場合に，これをやり

直すものである。入門式によって得た地位(学生としての地位，あるいはダル

マ文献では上位三階級の成員としての地位)を失った者が，これを回復して再

度その世界に加入するために行なう。

入門儀礼は，人生の一局面を画す新たな誕生のための通過儀礼という面と，

師のもとで知識を学ぶために学生としての資格を得る学習儀礼という面との三

つの相を，当初から内包していた。このごつは基本的には切り離されることは

ない。再生を経て新たな段階に入る通過儀礼の面が強調されるスートラ段階で

も，入門式は，師に入門してヴ、エーダ(の最初の一歩であるサーヴィトリー)

を学ぶ儀礼という意味を形の上で保持している。また，学習儀礼としての面が

強調されるウパニシャツドおよび学習ヴラタでの入門儀礼においても，再生の

観念は直接には現われないが，学習の前に一定期間をおくという行為に，師に

よる学生の妊娠期間という古い観念の投影がみられる。これに対して，ダルマ

文献に現われる再入門式は，ヴェーダの学習から切り離され，入門式のもつ社

会の成員としての地位を獲得するための通過儀礼としての相が拡大されたもの

であり，ある種の汚れに触れたことによって喪失される社会の成員としての地

位を，それを行なうことによって回復する，いわば購罪の一種としての機能を

担うものとなっている。

注

(1) upanayana (< upa-ni) という名詞形が現われるのはグリヒヤスートラ以降であ

る。それ以前の文献では入門は upa-niないし upa-iの動詞形によって表現され

る:upa.ni I [師が]自らの学生として入門させる [A]J (A V + ) 1 I [師が学生を

brahmacaryaに]入門させる [p]) (SB 11十);upa-i I [師に]入門するJ(Br+)1 

I [brahmacaryaに]入るJ(Br+) (cf. JUB 1，42，1 ["師に (acc.)brahmacaryaに

(acc.)入門するJ)oupanayanaのほかに upayana(< upa.i) という名詞形が用い

られる場合もある (BλU6，2，7; K瓦thGS41，1; MGS 1，22，1;λpGS 6，16，4)。

(2) Ibrahmacarin讃歌」については， M. Kajihara，“The brahmacarrn in the Atharva 

veda，" r印度学仏教学研究j43-2 (1995)， pp. 1-6参照。ヴェーダ期の brahmacarin

75 (12) 

については，渡瀬信之 IBrahmacarin前史Jr東洋文化j73 (1993)， pp. 67-96; M. 

Kajihara， The brahmacarrn in the Veda: the Evolution of the “Vedic Student刀 andthe 

Dynamics of Texts， Rituals， and SoαeりinAnαent lndia， Ph. D. thesis， Harvard Uni-

versity 2002参照。

(3) AVS 2，13 1 AVP 15，5-6 (新しい衣を着る，石を踏む，古い衣を取る，長寿を

願う);AVP 20，48-49 [Orissa写本では 20，52-53] (学生によびかける，手を握る，

自らの学生と認める，サヴイトリ神に委ねる);cf. AVS 6，133 1 AVP 5，33 (帯を

しめる);AVS 6，1081 AVP 19，17 (知力を望む);AVS 19，64 (薪をくべる)， AVP 

20の入門マントラの一部は，後述するブラーフマナの入門式に関する箇所に対応が

ある。 Kajihara，“Brahmac瓦rinFormulas in Paippal五da-Samhita20，"第二回国際

ヴェーダ学ワークショップ口頭発表 (1999);do.， "The Upanayana and Marriage 

in the Atharvaveda，" Proceedings of the Third lnternational Vedic Workshop， A. Grif 

fiths and J. E. M. Houben eds.， Groningen (in press) 

(4) カタ派は散文ブラーフマナ部分を含むサンヒター (K証thaka-Samhit互)に加えて

プラーフマナ (Katha-Brahmana) を持っていたとされるが，後者は断片のみが現

存するL.von Schroeder，“Die Tubinger Katha-Handschriften und ihre Be-

ziehung zum Taittiriya-Aral).yaka，" Sitzungberichte der Wiener Akademie der Wis-

senschaften， phil.-hist.， 137.4 (1898); W. Caland，“Brahmana-en Siitra-aanwin. 

sten，" Verslagen en Mededeelingen der Koninklijke Akademie van Wetenschapp叫 Am

sterdam (1920)， pp. 461-498; Siiryakanta， Kathaka-Sa1'!lkalana， Lahore (1943).こ

のうち入門式に関するプラーフマナの断片は Upanayana-Brahmanaと呼ばれる

(以下では KathB(u) と略し， Siiryakanta版の頁と行を示す)。カタ派の聖典の構

成については， M. Witzel，“An Unknown Upani~ad of the K，~l).a Yajurveda: The 

Katha-Siks亙ーUpani号ad，" Journal of the Nepal Research Centre， 1 (1977)， pp. 

139-153参照。

(5) SB 11，5，4，5; KathB(u) 49，5ff.訓示内容は: Iおまえはブラフマチャーリンで

ある (brahmac亙ryasi) J I水を飲め (ap凸 'sana;SBは二回)J I務めを行え

(karma kuru) J I薪をくべよ (samidhamadhehi; KathB (u)なし)J I [昼間]眠るな

(ma su~upthas SB; diva ma su~upsis KathB) J I言葉を抑制せよ (vacaJ'!lyaccha; 

SBなし)J。
(6) サヴィトリ神に捧げられた，特別に神聖視された詩節。もっとも重要視されたの

は ~V 3，62，10で，その韻律からガーヤトリーともよばれる (cf.JUB 4，28; 

G孟yatri-Brahmana[KathB断片の一つ;Siiryakanta pp_ 118ff.])。他の韻律のサー

ヴィトリーもあるが，ガーヤトリーのものが最上とされた (SB11，5，4，13; 

14，8，15，8; BAU 5，14，5; cf. TA 2，11，8)。入門時のサーヴイトリーの教授は入門

式に関するブラーフマナで初めて言及され，ガーヤトリー韻律のものを教えるとさ

れる (SB11，5，4，13; cf. KathB(u) 52，3)が，詩節は明示されない。サーヴイト

リーの教授はグリヒヤスートラでもすべての学派の入門式で規定される。一部のグ

リヒヤスートラは階級別にガーヤトリー， トリシュトブ，ジャガティー韻律のサー
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ヴイトリー詩節を入門式で教えるとする(一脚がそれぞれ 8;11; 12音節で，上位三

階級の入門年齢[下記参照]に対応する。 SaIikhGS2，5，4ff.; Kau号GS2，3，2ff.; 

VarGS 5，26 [詩節指定有J;PGS 2，3，7ff.; BaudhDhS 1，2，3，11); cf. MGS 1，22，13; 

1，2，3; cf. also AsvGS 1，22，29 (注30-31参照)

(7) SB 11，5，4，12 tad api sloka111 g亙yanti/亙cary凸garbhibhavati hastam五dhaya

dák~iI).am ， trti y昌sy五Iilsa j亙yatesavitry瓦sahabrahmana iti Iそれに関して[次の]

シュローカをも人々は歌う。 I師は右手を置いた後，胎児をもっ者となる。そ[の胎

児]は第三[夜]に，サーヴイトリーとともにバラモンとして生まれる』と。J;KathB 

(u) 50，10 sa va esa brahmac亙ris五vitryasaha prajayate Iそういうこのヴェーダ

学生はサーヴィトリーとともに生まれるのだ。J;cf. SB 11，5，4，6; 17準備期間とし

て一年 (SB/ KathB); 6ヶ月 (SB);24日 (SB);12日 (SB/ KathB); 6日

(SB); 3日 (SB/ KathB)が言及され，それぞれ一年と同置して説明される。最

終的に， KathBは三夜の後に (50，12)，SBは当日に(11，5，4，12)，教えるべき

であると結論する。

(8) AsvGS 1，19-22; S訂lkhGS2，1-6; Kau~GS 2，1-3; GGS 2，10; KhGS 2，4; JGS 

1，12; r匂thGS41; MGS 1，22; V訂GS5; BaudhGS 2，5; Bh通rGS1，1-10; ApGS 

4，10-11; HGS 1，1，1-1，2，8; AgGS 1，1，1-4; VaikhGS 2，3-8; PGS 2，2-5; KausS 

55-57; cf. ApDhS 1， 1， 1ff.; BaudhDhS 1，2，3; GautDhS 1; VasDhS 11，49ff 

(9) SaIikhGS (1年 /3夜/当日);Kau~GS (同);JGS (3夜/当日);MGS (3 

夜 /2夜 11夜 11年/12日/6日/3日/当日);BaudhGS (サーヴイトリ・ヴラ

タを行なう);BharGS (1年/12夜 /3夜/当日);HGS (3日/当日);AgGS 

(3日/当日);PGS(1年/6ヶ月 /24日/12日/6日/3日/当日)町また，入

門式の後に一定期間のヴラタを規定するものもある:AsvGS (3日/12日11年); 

GGS (3日);KhGS (3日);JGS (3日);V五rGS(12日 /6日);BaudhGS (3 

日/3夜);BharGS (3夜);ApGS (3日);HGS (3日);AgGS (3日);cf 

KathGS 41，23; VaikhGS 2，7; cf.式の当日の残りは立っているなど:ASvGS; 

GGS;KhGS;K孟thGS;PGS (ity eke) 

帥 グリヒヤスートラ以前の文献には初めて入門する年齢の記述はほとんどない。ア

タルヴァヴェーダの Ibrahmacarin讃歌」では学生は長い嶺と射精能力をもち，八

歳よりは年長でトあると思われる (AVS11，5，6; 12; AVP 16，153，6; 16，154，2)。

ChU 6，1，2は SvetaketuArun巴yaが十二歳で入門したとする。。1) 各グリヒヤスートラの規定する入門年齢 (B:バラモン， K:クシャトリヤない

しR:ラージャニヤ， V:ヴァイシュヤ;数字の後のアステリスク(つはその年

齢を受胎時から数えるもの)および入門上限年齢([ J内に B/K/Vの順に記

載;[一]は規定なし)は次のとおり:AsvGS (B8 or 8' / K11 / V12 [16 / 22 / 

24J); S五IikhGS(B8・or10' / K11* / V12' [16 / 22 / 24]); Kau~GS (B8・or10事/

K11* / V12' [16 / 22 / 24]); GGS (B8* / K11・/V12' [16 / 22 / 24]); KhGS 

(B8/ K11 / V12 [16 / 22 / 24]); JGS (B7 / K11 / V12;願望に応じて 5or 9; 

[16J );日thGS(B7 / R9 / V11 [16 / 22 / 24]); MGS (7 or 9 [一J); VarGS (B8・

73 (14) 

or 4 or 7 or 5 / K11* / V12* [16 / 22 / 24J); BaudhGS (B8* / R11* / V12';願望

に関して (kamya-)は 7から16までの各歳に;[16/22/24]); Bh訂GS(B8* / 

R11* / V12' [一]);ApGS (田容/R11* / V12* [-J); HGS (B7 / R11 / V12 

[-]); VaikhGS (Bは願望に応じて 5'or 8 or 9 / R11 / V12 [16 / 22 / 24J;ただ

しprayascitta部分[VaikhGS6，7Jでは B8;or 9 or 10 [16J); AgGS (B7 / R11 / 

V12 [-]); PGS (B8 or 8' / R11 / V12; or吉祥な時に;[16 / 22 / 24]) ダルマ

文献では:ApDhS 1，1，1， 19ff. (B8* / K11' / V12*;願望に関して (k互mya-)は，願

望に応じて 7から12までの各歳に;[16/22/24]); BaudhDhS (B8' / K11 / V12 

[16 / 22 / 24]); GautDhS (B8' / K11* / V1γ，願望に関して (k加lya-)は 5or 9; 

[16 / 22 / 24J); VasDhS (B8* / R11* / V12本 [16/ 22 / 24]); Manu (B8' / R11* 

/ V12';願望に応じて 5or 6 or 8; [16 / 22 / 24]); Yaj五Sm(B8' or 8 / R11 / 

V12; or家の決まりに応じて;[16 / 22 / 24J)ー

(12) VaikhGS 6，7 dvitiyajanmany ac五ryal). pita s五vitri m瓦t亘 dvabhy互111

janmabhy亘111dvijo bhavati I二度目の誕生では父は師，母はサーヴィトリーである。

二つの誕生によってドヴィジャとなる。JCf. ApDhS 1，1，1，16-18; GautDhS 1，1，9 

[= 1，8]; BaudhDhS 1，2，3，6; VasDhS 2，1-3 (dvij五ti-);Manu 2，68 (dvij五ti-); 

146-148; 169-170 (三度の誕生);Yaj五Sm1，10; 39. dvijaの語が初めて現われるの

はアタルヴアヴェーダ新層部分である (AVS 19，71，1) 0 dvijanmanないし dvijfi

はリグヴェーダに現われ，アグニなどの形容に用いられる(l5.V1，60，1; 1，140，2; 

1，149，4f.; 6，50，2; 10，61，19)。ヴェーダ文献において，人聞が父母からの誕生に加

えて新たな誕生を経験するとされるのは入門時に限らない。プラーフマナ文献以降，

ソーマ祭を行なう際の潔斎 (diksa)において，祭主は胎児となった後に再生する

とされる。ブラーフマナないしウパニシャツドにおいて人間の二度ないし三度の誕

生が論じられるとき，問題にされるのは通常このソーマ祭における再生である。

SB 11，2，1，1 (cf. SBK 3，2，4，2) trir ha vai púru~o j瓦yate./ etan nv色va.matus 

c瓦dhipitus cagre j亘yate.'tha ya111 yaj五aupanamati sa yad yajate tad dvitiya111 

J孟yate.'tha yatra mriyate yatrainam agn互vabhyadadhati sa yat tatal). sambhavati 

tat trtiyam ]瓦yate.tasmat tril). púru~o jayata ity亙huhI人聞は三度生まれるのだ。

[それは]まさに次のとおり。最初に母と父から生まれる。次に，人に祭式が向かい，

彼が祭式を行なうと，そのとき二度目に生まれる。次に，人が死に，彼を火にくべ

て，そこから彼が[再]生すると，そのとき三度目に生まれる。それゆえ 『人聞は三

度生まれる』 と人々は言う。J;JB 1，259 dvir ha vai yajamano jayate. mithunad 

anyaJ j孟yateyajnad anyat I祭主は二度生まれるのだ。一方では性交から，他方で

は祭式から。J;JUB 3，8，9 sa hovaca. trir vai grhapate puru~o j互yate.pltur ev証gr巴

'dhi jayate. 'tha m五tur.atha yaj五五tI彼は言った。 I家長よ，人間は三度生まれるの

だ。最初は父から生まれる。次に母から。次に祭式から。H cf. JUB 

3，8，10-3，9，7; 3，11 (三度の生死)井狩調介「ヴェーダ祭式文献にみられる再生観

念の諸相Jr人文学報J65 (1989)， pp. 69-78も参照。

同 ウパニシャツドには最初の入門への言及は少ない。 ChU6，1，2は Svetaketu
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AruI.leyaが十二歳で入門したと述べる(儀礼の描写はなし)。また， ChU 4，4にあ

る Satyak亙maJabalaの HaridrumataGautamaへの入門は，前者の初めての入門

のようである。そこでは (1)ブラフマチャリヤにやって来たことを告げる， (2)入門

を乞う口上を述べる， (3)師が入門者の家系を尋ねる， (4)入門者が薪を持って来る，

という手順が言及され，その後 Satyakamaは牛を追って行くように命じられる。

ただしこの物語では，その後かれが学ぶのは伝統的なヴェーダではなく brahman

の秘義であり，これを教えるのは牡牛，火，鷲鳥，マドグ鳥であって，物語の枠組

みとしては，後述するような，非伝統的師匠から新奇な教えを学ぶという，ウパニ

シャツドにみられる入門儀礼とそれに続く教示の形式をとっている。

(14) ChU 8，7，2ffで， Indraは Praj亘pahのもとに前後四回，薪を手にして赴いたと

いわれている。また，学匠 Aruni(Gautama)が複数の師匠に入門を申し出た物語

が残っている:SB 11，4，1，9 (Svaid亘yanaに);Kau~U 1，1 (Citra Gargy証yaI.ll

に);BAU 6，2，7 (Prav亘haI.laJ aivaliに);cf. ChU 5，11 (cf. SB 10，6，1); JUB 

1，42，1.注16-19参照。

(15) SB 11，4，2，20 (注18参照);ChU 5，11，7 (注目参照。 SB10，6，1，2のパラレル箇

所であるが， SBでは入門させて， ChUでは入門させずに (anupanlya)教える)。

別のところでは，バラモンがクシャトリヤに入門するのは通例に反するといわれて

いる:BA U 2，1，15 (pratiloma早 caitadyad brahmaI.la!f k号atriyamupeyad brahma 

me vak~yatlti ['バラモンがクシャトリヤに 『彼は私にブラフマンを語るだろう 』

と入門するならば，これは逆順である。J);Kau~U 4，18; cf. BAU 6，2，8; Kau~U 

1，1; cf. also ChU 5，3; JB 1，22.教える側がバラモンであっても入門させないで教

えるといわれる場合もある:SB 11，4，1，9.クシャトリヤが主にアグニホートラを

めぐる秘義をバラモンに教えたという物語の背景については， H. Bodewitz， 

Jaiminiya Brahma1Ja L 1 -65. Translation and Commentary with a Study: Agnihotra 

and Pra1Jagnihotra， Leid巴n (1973)， pp. 215fι; ]. Sakamoto.Goto， "katha1'(tー初tham

agnihotra1'(t juhutha -J anakas Trickfrage in SB XI 6，2，1 -，" Aηusantaり'ai(Fs. 

Narten=MSS Beiheft 19) (2000)， pp. 231-252; do.，“Zur Entstehung der Funf. 

Feuer.Lehre des KるnigsJanaka，" Akten des 2ヌDeutschenOrientalistentages (2001)， 

pp. 157-167参照。。6) SB 10，6，1，2 (注19の ChU5，11，7も参照):AruI.la Aupavesi， Satyayaj五aPaulu 

si， Mah五銭la J亙bala，Budila Asvatar滋vi，Indradyumna Bhallaveya， J ana 

Sãrkar瓦k~ya らが薪を手に (samítpani.) ['君に入門したい(也patv均五ma)J とAs.

vapati Kaikeyaに vaisvanaraについて教えを乞う;SB 11，4，1，9: Uddalaka 

Aru引が薪を手に (samitpaI.li-) ['私は君に入門したい (upatv亘yani)J と言って

Svaid亘yanaに後者が仕掛けた質問について教えを乞う， Kaus U 1，1: Gautama 

(Aruni)が薪を手に (samitp五nト)['私は入門したい (upayani)Jと言って Citra

Gargy五yaI.llに二道説などを教わる;KausU 4，18 (注18の BAU2，1，14も参照)

Gargya Bal五kiが薪を手に (samitpaI.li-)Ajatasatru K五五yaに「私は入門したい

(upayani)Jと言って brahmanについて教えを乞う。
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(1司 SB11，5，3，13: Sauceya Pra6nayogyaが Udd互lakaAruniに薪片を差し出し

「あなたに入門したい (upayanibhagavantam)Jと言い，後者が vy亙hrtiを唱える。

M SB 11，4，2，20: Saulbayanaが「私は君に入門したい (upatvayani) Jと言って

AyasthuI.laに srucについて教えを乞う;SB 14，1，1，21: Asvin双神が Dadhyacに

「われわれは君に入門したい (upatv五yava)J と言って祭式の頭の回復について教

えを乞う;BAU 2，1，14 (注16の KausU4，18も参照):Drptabalaki G孟rgyaが

Aj亘tasatruK亙syaに「私は君に入門したい (upatv五yani)J と言って brahmanに

ついて教えを乞う;BAU 6，2，7 (cf. ChU 5，3): Gautama (Aruni)が Pravahana

Jaivaliに「私はあなたに入門する (upaimyahal1l bhavantam)J と言って五火二道

説を教わる。

(19) ChU 5，11，7 (注目の SB10，6，1，2も参照):Pra6nasala Aupamanyava， Satya-

J五aPaulu~i ， Indradyumna Bh五llaveya，J ana Sarkar瓦k~ya， Bu<;lila Asvatarasvi， 

U ddalaka Aruniらが薪を手に (samitpaI.li-)赴き AsvapatiKaikeyaにvaisvanara

五tmanについて教えを乞う;ChU 8，7，2ff.: Indraと Virocanaが薪を手に

(samitpaI.liー)赴き Praj瓦patlに五tmanについて教えを乞う(その後 Indraはもう

三回，同じく薪を手にして Prajapatiのもとに戻り，重ねて教えを乞う);PrasnaU 

1，1: Sukesan Bharadvaja， Saibya Satyakama， Saury通yani Gargya， Kausalya 

Asvalayana， Bhargava Vaidarbhi， Kabandhin Katyayanaらが薪を手に (samit-

paI.li-)赴き Pippaladaに教えを乞う。

帥 ChU 8，7，2ff.; PrasnaU 1，1; cf. ChU 4，4; SB 14，1，1，2lff. (Asvin双神が入門し

て祭式の頭の回復[Pravargya祭の秘義]を学ぶ。この秘義は一年間師のもとで過ご

した者に教えるとされる);cf. AitA 5，3，3; S函 khA8，11; JB 3，152; SB 11，4，2，20. 

削 シャーンカーヤナ派の入門式では杖 (danda)の授与の後，乞食，乞食物を師に

献上する，それを食べる，などが規定されている (S面 khGS2，6，3ff.)。

同直前に引用。 Cf.H. Oldenberg， The Grihya-Sutras I， Oxford (1886)， pp. 78ff.; cf. 

pp.8ff 

(;23) GGS 3，1，1; 10ff. ath互ta!f~o<;lase var~e godanam / ... / upanayanenaivopa-

nayanal1l vyakhy亙tam/ na tv ih亙hatamvaso niyuktam / nalaJik瓦rah/ n通can~ya.

ntal1l sal1lvatsaram upanayet / ['さてその後，第16の年にゴーダーナ。…[この場合

の]入門は，他ならぬ入門式によって[すでに]説明された。ただしこの場合は，新

しい衣は用いられない。飾りも[用いられ]ない。一年間[ヴラタを]行おうとしない

者を入門させてはならない。J;cf. Oldenberg， The Grihya-S丘trasII (1892)， p. 69; A. 

Parpola， The Srautasutras of Latyayana and Drahyaya1Ja I -1， Helsinki (1968)， pp. 

69ff. 

凶 KhGS 2，5，1; 6ff. godane caulavatkalpa!f / … /  uktam upanayanam / 

n亘cari~yantal1l samvatsaram / aniyuktal1l tv ahatam ! tathalaJikara!f / ['ゴーダー
ナにおいては剃髪式のやり方が[用いられる]。…入門は[すでに]説明された。一

年間[ヴラタを]行なおうとしないものを[入門させてはなら]ない。一方，新しい

[衣]は用いられない。飾りも同様。J;cf. Parpola前掲書， pp. 69ff 
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伺 Godanaは16歳頃に行なう毅と髪を剃る儀礼である。いくつかの学派はこれをヴ

ェーダ学習課程に組み込む (GGS3，1; KhGS 2，5; JGS 1，18; KachGS 44，1; MGS 

1，21，13; V五rGS9，1; BaudhGS 3，2，4; 52ft; cf. AsvGS 1，18，9; Kau~GS 2，7，15; 

Bh亘rGS1，10:10，1lff_; ApGS 6，16，13f.; HGS 2，1，6，19; cf. also PGS 2，1，25); cf. 

Oldenberg， The Grihya-Sutras II， p_ 69; Kane， Histoヴザ DharmasastraII -1， pp. 

370ff 

(26) JGS 1，18: 16，9ff. ~o~ase godanakaralfarp.. tat kes亙ntakaralfamity五cak与ate.

cau~akaralfena mantr互vy五khy瓦t亙 upanayanenavrat亙d巴sanarp..na tv iha niyuktam 

ahatarp. vasa}.!. i第16[の歳]に，ゴーダーナ儀礼。それを調髪の儀礼と人々はいう。

マントラは剃髪式によって説明された。ヴラタの教示は入門式によって。しかしこ

の場合は新しい衣は用いられない。J;cf. Parpola前掲書， pp. 69ff. 

位司 MGS 1，23，24 traividyakam upanayanena vy亙khyatam/ iトライヴイドヤカ[ヴ

ラタ]は入門式によって説明された。JTraividyaka-vrataについては， cf. KathGS 

42; V五rGS7，16; Witzel，“An Unknown Upani~ad of the Kr~lfa Yajurveda，" p. 

152f. 

倒 VarGS6，2 upanayanena vratades五vyakhy亘tahiヴラタ諸教示は入門式によっ

て説明された。J
凶以下にあげるもののうち， HGS， AgGS， KausSではどういう場合に再び入門儀

礼を行なうのかは触れられていないが，最初にあげる AsvGSにみられるように，

学習ヴラタに関連したものととるのが自然であると思われる。後代の注釈には次節

で論じる Punarupanayanaと結びつけるものがある (NarayalfaonλsvGS; 

M五trdattaon HGS; Kesava on KausS) が，これらの学派の Punarupanayana

(HGSe~aS 1，3，18; AgGS 2，7，1)はこの入門式の中にある規定には直接触れない

(ただし注33も参照)。

同 AsvGSでは入門式の規定(1，19-22)の末尾部分に学習の各項目を終える際の儀

礼 (Anupravacaniya;1， 22，12-19) と知力の芽生えを祈願する儀礼 (Medhajana-

na; 1，22，20-21)が埋め込まれ，その後に次のスートラが続く:AsvGS 1，22， 22ff. 

巴tenavapan瓦diparidan亙ntamvrat亙desanarp.vyakhy亙tam/ ity anupetap百rvasya/ 

「これによって，剃髪に始まり[神々への]委ねに終わるヴラタ教示が説明された。

以上が，以前に入門したことのない者の場合。J;1，22， 24ff_ athopetapurvasya / 

krtakrtarp. kesavapanam / medhajananarp. ca / aniruktarp. paridanam / k瓦lasca / 

tat savitur vrnimaha iti savitrim / i次に，以前に入門したことがある者の場合。

剃髪は行なわれることも行なわれないこともある。知力の芽生えも。[神々への]委

ねはいわれない。時季もまた。 tatsavitur vrnimahe (B，V 5，82，1) という[詩節]を

サーヴイトリーとして[教える]oJ Haradattaは「他のヴェーダに以前に入門した者

がこのヴェーダを学ぶことを望む場合j と注釈する。 Cf.AsvGS 1，18，1-9 

(Godanaで一年間のヴラタ)

倒 RV5，82，1はアヌシュトブ韻律の詩節である。入門式では通常はガーヤトリー

韻律のサーヴイトリーが用いられる(ただし λsvGSには明示なし)。注6参照。
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(32) HGS 1，2，6，6-8 atra savitrim v孟cayatiyadi purast互d upeto bhavati yady 

anupetas tryahe paryavete / sadyah pu~karasadi}.! / iもし以前に入門したことの

ある者ならば，ここでサーヴィトリーを言わせる。もし入門したことがない者であ

れば3日後に。プシュカラサーデイは[言うJ.すぐに。J
(33) AgGS 1，1，3: 9，20 atra savitrirp. v五cayatiyadi purastad upeto bhavati / yady 

anupetas tryahe paryapete / sadya}.! pu~karasadih /前注参照。このスートラを含

め， AgGSの入門式部分は HGSのものとほぼパラレルである。 AgGSは次節で

述べる再入門式部分では，ヴラタには入らないとする一方で，同日にサーヴイト

リーヴラタを千子ない，その日にヴラタを出るともいう (AgGS2，7，1: 107， 12ff.)。

(34) KausS 55， 4ff. yen亙vapaditi sakrd apinj五li/ ぃ upetap丑rvasyamyata甲 savan

dasyato 'gnin 亙dhasyamanaparyavetavratadik~i~yamalfan互m (テキストは Caland，

Kleine Schriften， p. 61参照)Iyen亘vapatと一回，草束はなし。 ‘以前に入門した者，

常にサヴァを与えようとしている者，諸祭火を設置しようとしている者，ヴラタの

時が経過した者，潔斎を行なおうとしている者には[そのようにするLJCf 

KausS 53， 20ff. 

(35) ヴェーダあるいはヴラタを修了したかどうかによって，修了者 (sn瓦taka)に二

種ないし三種あるとする文献がある:PGS 2，5，32ff.; cf. GGS 3，5，2lf.; JGS 1，19 

18，10ff.; VarGS 6，29ff.; ApDhS 1，11，30，1-3; Manu 4，31; BaudhGParibh 1，15; cf. 

also BaudhGS 2，6，2ff.; 1，7，1ff.卒業式 (Samavartana)に二種類をあげるものも

ある:BaudhSS 17， 39ft; BharGS 2，18ff.; AgGS 1，3-4; BaudhGParibh 1，14，lf.; 

cf. BaudhGS 2，6，1-16 (この箇所が述べる儀礼については， Kajihara， The 

brahmacarin iη the Veda: the Evolution of the “Vedic Student" and the Dynamics of 

Texts， Rituals， and Society in Ancient Lηdia， pp. 346-355)ー

同永ノ尾信悟「グリフヤスートラ文献にみられる儀礼変容Jr東洋文化研究所紀要』

118 (1992)， pp. 43-86; cf. avantaradik~a (Pravargya祭の学習に関する儀礼。同祭

に組み込まれているが，一部のグリヒヤスートラもこれを規定する)• 

。司 Cf.AitA 5，3，3 yady apy anyad bahv adhiyan naivedam anadhlyant sn証tako

bhavati iもし他のものを多く学んだとしても，これを学ばなければスナータカに

はならない。J;cf. upani平adarha-iウパニシャツドにふさわしい者J(KachGS 

10，lf.; MGS 1，7，lf.; VarGS 8，12f.); cf. also ApDhS 1，4，13，19ι(一家を構えて

からも年に二ヶ月師の家に住んで学んだ例)句

(3~ この儀礼については， W. Gampert， Die Suhnezeremonien in der altindischen Rechts-

literatur， Prag (1939)， esp. pp. 107ff.; Kane， History of Dharmasastra II -1， pp. 

392f.; 98ff.; J. Gonda， Vedic Ritual. The Non-Solemn Rites， Leiden (1980)， p. 383; H 

Falk， Bruderschaft und Wurfelspiel， Freiburg (1986)， pp. 67ffη梶原三恵子「入門

式 (Upanayana) と再入門式Jr印度学仏教学研究J52-1 (2003)， pp. 22-24. 

(39) G B 2，6: 38， 12 samidbhaik~e saptar瓦tramacantav互nbrahmacarl punarupaneyo 

bhavati; cf. SB 11，3，3，7. 

制 スートラ文献では七夜のあいだ学生が乞食および、火の世話を怠った場合はアヴァ
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キ-)レニ・ヴラタを行二なう :KathGS 1，32 (Laug五k号iGS1，33) = BaudhDhS 

1 ，2 ， 4 ，7 bhaik号asy亙cara~e do~al:t p亙vakasy五samindhane/ saptaratram akrtvaitad 

avakirl)ivratal]1 caret / / r [学生が]乞食を行なわないならば過失がある。火をおこ

さないならば[過失がある]。七夜のあいだこれを行なわなかったならば，アヴア

キールニ・ヴラタを行なうべき である。J;VaikhGS 6，9 (乞食，薪のほか， /.木浴，

サンデイヤー ・ウパーサナなどを七夜怠った場合);AgGS 2，7，5 (精液を漏らした

り，火の世話な どを怠った場合。 AgGS2，7，1では火の世話を含む諸義務を怠った

期聞が長い場合は再入門式を行なう;下記参照);Manu 2，187. avakïr~in・の

prayascittaについては， cf. TA 2，18，2 y6 brahmac亙ryavakired rプラフマチャー

リンが精液を漏らした場合には」。

略号

AgGS = Agnivesya-Grhyasutra / AitA = Aitareya-AraIlyaka / ApDhSニ Apastamba

Dharmasutra / ApGS = Apastamba-Grhyasutra / AsvGS = Asval五yana-GrhyasutraI 

A VP = Atharvaveda， Paippalada-SaI!lhita ! A VS = Atharvaveda， Saunaka recension 

/ BAU = Brhad-Ara1).yaka-Upani~ad ! BaudhDhS = Baudh五yana-Dharmasutra/ 

BaudhGParibh Baudhayana-Grhya-Paribh互sa / BaudhGS ニ Baudh通yana-

Grhyasutra / BaudhSS = Baudh通yana-Srautasutra / BharGS Bh五radvaja-

Grhyasutra / ChU二 Chãndogya-Upani~ad ! GautDhSニ Gautama-Dharmasutra/ GB 

= Gopatha-Br互hma1).a/ GGS=Gobhila-Grhyasutra / HGS=Hira1).yakesi-Grhyasutra 

/ HGSe~aS = HiraIlyakesi・Grhyase号asutra/ JB = Jaiminiya-Bra:hma1).a / JGS = 

Jaimini-Grhyasutra / JUB = Jaiminiya-Upani~ad-Brã:hma1).a I KathB(u) = Katha 

BrahmaJ~a (Upanayana-Brahma1).a) / KathGS = K五thaka-Grhyasutra/ Kau~GS = 

Kau~ïtaka-Grhyasutra ! KausS = Kausika-Sutra ! Kau号U=Kau号itaki-U pani写ad/ 

KhGS=Kh五dira-Grhyasutra/ Manu = Manu-Smrti / MGS = Ma:nava-Grhyasutra / 

PGS = Pa:raskara-Grhyasutra /写V=写gveda/ S亘itkhA=S互itkha:yana.Ara1).yaka/ 

SaitkhGS = Sa:此h孟yana-Grhyasutra/ SB = Satapatha-Brã:hma~a / SBK = SB， 

K訂~va recension / TA=Taittiriya-Aral)yaka I VaikhGS=Vaikhanasa-Grhyasutra / 

VarGS = Va:ra:ha-Grhyasutra ! Va:sDhS = Va:si写tha-Dharmasutra/ YajnSm = 

Ya:j五avall王ya-Smrti

67 (20) 


